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コースのねらい 生産管理を理解し、生産現場の問題を発見、解決できる知識、技能を習得する。

講
義
内
容

改善活動を効果的に進めるためのポイントについて説明します
改善が進まない負のスパイラル、５Ｓと５ゲン主義について　等

 ■ 現状分析とムダの発見

・現在の状況からムダの見つけ方、着眼点について説明します
・ムダが指標にどの様に影響するのかを考える演習を行います

（１）改善の手順　【演習】
・現状を把握してから改善を実施するまでの問題解決のステップを説明します
・基本的な現場の改善手法であるムダ・ムリ・ムラの排除から始める事を説明
し、改善の着眼点から簡単な改善事例を説明します
・全体最適と部分最適の考え方を説明し、全体最適化の演習を行います

（３）まとめ　【演習】

カリキュラム
機構施設名：
実施機関名：一般社団法人中部産業連盟

Ａ．生産管理
002生産現場の問題解決

生産・開発計画

26-22-12-002-056

3

「基本項目」
訓練時間

（Ｈ）

日　　程

1  ■ 生産活動の基本

（２）生産管理と工程管理
・ものづくり現場の生産管理と工程管理について説明します
・生産計画通りにものを作る為に必要な工程管理について説明し、どの様に管
理すべきかを説明します
・生産管理と工程管理で発生する問題事象について説明します

2

■ 生産現場の改善

「主な内容」

・今後の改善活動をどのように進めてゆくか今後の活動について個人で考える
演習を行います

（２）効果的な改善のためのポイント

令和9年
1月19日（火）

9:30～16:30

昼休憩
12:00～13:00

・管理すべき生産工程の構成要素について説明します
・構成要素とそのばらつきがもたらす結果と問題の関係を説明します
・現在の作業、工程がどのような構成なのかを考える演習を行います

（1）製造現場の問題と標準化
・製造現場の問題で発生する問題の主要因について説明します
・製造現場の管理に必要な標準化について説明します

（２）現状分析　【演習】
・プロセス（工程）の構成要素を含めて、見える化する手法を説明し、見える化
の演習を実施します
・製造現場の評価指標である生産性と生産効率を説明します
・現状把握と要因解析の重要性を説明します

（３）ムダの発見　【演習】

（１）会社と製造現場の活動
・企業の目的と生産活動の意味について説明します
・生産現場の基本をおさらいし、改善の必要性について説明します

（３）生産活動のばらつきとムダ　【演習】

合計時間

カリキュラム作成のポイント

ものづくりにおける生産現場の問題を中心に説明を行いますが、細かい工程の作業から、工場間の流れまで適用できるものづくりの基本の考え方を理解して頂く事で、現場作業者
の方から、生産計画作成担当の方までを対象にして、現場の考え方を説明します
実務における問題の具体化を説明する事で、問題を正しく具体的に把握する事が問題解決の近道であることを理解して頂きます。そのために工程を知ることと、工程の現状を把握
する事について説明と演習を行います


